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があることがわかった｡又,kがks より小さい時には,粘性が境界条件に影響を与える粘性

領域のあることがわかった｡

3.2次元 Sime-Gordon方程式の条件付B'acklund変換

大 森 安 宏

一般はsine-Gordon方程式は,空間次元が2次元以上で, 特に3波面解以上の解について

(1, 2,波面解や空間が1次元のSG方程式の多kink解では現われなかった )ある条件式

が付加 してくることが以前より示されている｡その条件式が,空間2次元 SG方程式のB'ick-

1und変換の解法においても同様に導かれること,かつ,その条件式がB'icklund変換の可換

性とかかわってきていることを示す｡
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アンチモンの音速の量子振動において,磁場の方向がbisectrix軸付近の場合には振幅が異

常に大きくなることが知られている｡この原因をアンチモンのフェルミ面の性質と結びつけて

検討するために,音速の量子振動について実験的研究を行ない,振動の周期や振幅を調べた｡

アンチモンの場合には振動はいくつかの成分が重なって複雑なので,これをフーリエ変換 し

てそのパワースペクトルを調べることにした｡大量のデータを能率的かつ正確に解析するため

に,ウェーブメモリを作製 し,マイクロコンピューターを導入 してデータの処理はすべてディ

ジタル化 した｡

アンチモンのフェルミ面はいずれもほぼ楕円体に近い形をしている｡電子について実験値を

この楕円体モデルと比べると,前述の方向では周期やサイクロトン質量はこのモデルに合うが,

幾何学因子が楕円体よりも非常に大きいことがわかる｡これは従来決定されていなかった量で

あるが,フェルミ面の極値断面の曲率を反映しており,値が大きいということはそれだけ,フ

ェルミ面が平坦であることを示している｡したがってこの実験結果から電子のフェルミ面が楕
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